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例 百
1. 本書は、平成25年4月 1 日から平成26年3月 31 日まで実施した鹿児島県指宿市に所在する敷領遺跡等の発掘調査報告書
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力を得た。迫田遺跡の調査は鎌田洋昭 ・ 恵島瑛子が担当し、渡部徹也・園田哲士の協力を得た。松尾城基本測量調査は、

福ヶ迫忠・鎌田洋昭・園田哲士が担当した 。調査組織は以下のとおりである 。
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室内整理作業員 清秀子、竹下珠代、鎌田真由美、境由希

3. 本書の編集、図面作成、写真撮影は、鎌田洋昭・恵島瑛子が行い、渡部徹也の協力を得た 。

4. 調査、及び報告書作成に要した経費 2,000,000円のうち、 50% は国、 10% は県からの補助を得た。

5 本報告書中のレベ）レは、全て絶対高である 。図中に用いられている座標値は、国土座標系第 II 系に準ずる 。

6 遺物観察表、遺物実測図、遺構図の表記凡例は、 「橋牟礼川遺跡 1Il 』 (1992、指宿市教育委員会）と『水迫遺跡 I 』

(2000、指宿市教育委員会）に準ずる 。 ※遺物のマンセル値は、土色計SCR-1 を使用し測色した。

7 松尾城の基本測蓋業務については株式会社埋蔵文化財サポートシステム鹿児島支店に委託した。 なお、碁本測量業務

については、鹿児島国際大学短期大学部名誉教授 三木 靖氏の指導・協力を受けた。

8本報告の内容について、敷領遺跡の地層については成尾英仁氏の、迫田遺跡の土器については上村俊雄氏、本田道輝

氏黒川忠弘氏、四元 誠氏のご指導を受けた。記して感謝申し上げる 。

9 発掘調査で得た全ての成果については、指宿市考古博物館時遊館COCCO はしむれで保管し、活用する。
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第 I 編

第 1 章

第 1 節

敷領遺跡

調壺に至る経緯と概要

遺跡の位置と環境

敷領遺跡は、指宿市十町小字敷領及びその周辺に

広がる弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡で

ある。遺跡は、指宿市街地が広がる火山性扇状地の

ほぼ中央、海抜4-lOm前後の標高にあり、火山災

害遺跡として知られる国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡

の北北西約 2kmの地点に位置する。敷領遺跡の立地

する扇状地は、北側を流れる二反 83川と南側を流れ

る柳田川の両小河川に挟まれ、海岸に向かって緩や

かに傾斜している。

第 2 節 調査に至る経緯とトレンチの設定

敷領遺跡での調査は、平成 7 年度の範囲確認調査で、 874年 3 月 25 日の開聞岳噴出物「紫コラ」で埋没した水田跡など

が検出されたのを喘矢として、断続的に行われている。平成16年度以降は、お茶の水女子大学鷹野光行教授を研究代

表者とする、文部科学省科学研究費補助金 特定領域研究「わが国の火j[j 噴火罹災地における生活・環境文化の復元」、
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第 2 図 調査地点位置と地中レーダー探査結果

-1 -



平成23年度以降は、基盤研究 (B) 「古代の村落における土地利用形態の研究」において当遺跡が選定された。お茶の水女

子大学 · 鹿児島大学による共同調査と指宿市教育委員会による確認調査の実施により、紫コラで埋没した水田跡•畠跡や

掘立柱建物跡などが発見され、平安時代の集落景観が復元されている（第 3 図）。

さて、敷領遺跡における重要な調査成果のひとつが、 874年段階の条里制に関連する可能性のある水田の検出である。

これは第 2 図に示した平成17年度に行われた地中 レーダー探査および数回にわたる発掘調査によって明らかになったも

第 3 図 敷領遺跡調査地点集製図と平安時代の集落景観推定図
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写真 1 調査地点

写真 3 第 5 層b掘り下げ状況（東から）
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写真 2 確認調査状況

写真 4 層位の状況（南壁）
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写真 6 水田跡検出状況（北から）

写真 7 水田跡検出状況（南から） 写真 8 畦A 工具痕検出状況
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写真 9 水口検出状況（北から）
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写真13 畦埋没状況①（西壁）
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のである 。 平成24年度に実施された大学共同調査では、南北方向に延びる並行した畦A ・ B において、開聞岳噴火によ

る埋没後、復旧活動を行っ た痕跡が検出された（鷹野ほか2013) 。そこで、今年度は地中レーダー探査結果を基に、畦が

交差する箇所の確認を行うこととし 、 第 2 図に示した地点を選定した。 トレンチは南北 3m X 東西 4mである 。

鷹野光行 ・ 新田栄治·中村直子·森脇 広•荒木志伸 • 渡部徹也2013 「発掘調査でわかる事実 ー モノか ら コトヘー 敷領遺跡下原地点の調査か ら 」 『火山噴火罹

災地の文化・ 自然環境復元 ー ソンマ • ヴ ェス ヴ ィ アー ナ、指宿 学融合研究2011/1012 ー 」 研究発表会資料 (2013年 2 月 11 日 於東京大学）

第 2 章遺跡の層序

敷領遺跡の層序は、橋牟礼川遺跡の碁本層序とほぱ同様である（第 4 図） 。 ただし、開聞岳火山灰層 については降灰

範囲の中心部から北にやや外れていることもあり、堆積層が橋牟礼川遺跡に比べ薄いことが特徴である 。 また、 874年

3 月 25 日の間聞岳噴火による降下火山灰堆積層 （通称「紫コラ」）では、二次堆積物が発達している場合が多い。

今回の調査では、第 5 層紫コラをa·b·cに分層した（第 5 図） 。

第 5 層aは、黄褐色のパミス (¢3 -7 mm) が混じる 黒褐色 (HuelOYR3/l) 火山噴出物層である 。 礫•砂を多く含む。

黄褐色のパミスについては、 874年 3 月 25 日の火山噴出物が風化したものと考えられる※ l 。 過去の調査では確認されて

いない層であり、 トレンチの東南部において部分的に確認された。

第 5 層b は、 二次堆積層である。 層 中 にはラミナ構造が散見でき、水成堆積物と考えられる※ 2 0

第 5 層cは、 一次堆積の火山礫層である 。

※ 1·2 は現地における成尾英仁氏のご教示による 。

第 1 層 黒掲色土陪

第 2 層 暗灰色土膀

第 3 層 黒灰色土恩

第 4 層 a 黒色土！晋

第 4 層 b 黒灰色土膀

第 5 層 紫灰色火山灰層（紫コラ ）

第 6 層 a 暗オリ ープ褐色土層

第 6 層 b オリープ褐色土層

第 6 層 c オ リー プ褐色砂質土図

第 7 層 --/i灰色火山灰層 (t'f コラ ）

第 8 層 橙色土陪

第 9 層 a 暗褐色土I®

第 9 層 b 褐色土陪

第 9 層 c 赤褐色土陪

第10層 赤橙色粘質土層

第11層 暗紫色火山灰層 （暗紫コ ラ）

第 12層 明褐色土I邑

第 13層 暗褐色小石混シルト 質土陪

第14層 赤褐色小石混シルト質土陪

第15層 赤褐色砂粒混シル ト質土層

第16層 黒褐色橙色パ ミ ス 混シルト 質土屈

第 17陪 暗灰色火山灰層（黄コラ ）

第 18層 灰褐色砂質土陪

第 19層 池田カルデラ火山灰層

橋牟礼J I[ 遺跡標準屈位

策 l 層 黒褐色土層 現代の耕作土

オリープ黒色土層 中世の土層である

紫灰色火山灰陪（紫コ ラ） 西暦874年3月 25 日 の開聞岳火山灰層

オリ ープ褐色粘質土屠 (IOYR4/6) 平安時代の水田土壌。 下位に暗灰色グライ 土壌が見ら れる 部分 もあ る

灰色火山灰層 7世紀第4四半期に比定される開聞岳火山灰

暗赤褐色土陪 (5YR3/2) 古墳時代の扇状地堆積物

黒褐色土層 (5YR3/l ) 古墳時代の造物包含陪

オリ ー プ黒色土1呂 ( IOY3/2) 第9層 a と第10層の混在層と見られ弥生時代 と 古墳時代の土器が出土する

暗赤褐色土居 (5YR3/2 ) 弥生時代の遺物包含層

暗紫色火山灰陪 （暗紫コ ラ ） 弥生時代中期の間聞岳火山灰陪

弥生時代の造物包含怒

第 4 図橋牟礼川遺跡•敷領遺跡 層位模式柱状図
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第 l層

第4層

一
第5層b

第5層c 874年面

東壁

第4層

撹乱

第5層c 874年面

南壁
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撹乱

第1陪
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L=5.5m 

第5層c 874年面

西壁
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L=6.0m 

L=5.5m 

北壁
゜ lm 

第 5 図調査区地層断面図 (S=1/30) 
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一第7 図 畦 断面図 (S= l/30) 第 8 図 水口 平面 ・ 断面図 (S= l/20)

-7 -



第 3 章調介成果（第 5----8 図）

今回の調査区では、第 5 層直下より、タイムスライス図（第 2 図）とほぽ重なる形で、南北方向に延びる畦Aと東西方

向の畦を検出した6 以下、項目ごとに水田跡の検出状況について述べる。

1. 区画と畦

畦Aは上場幅約30 - 40cm、下場幅約50 - 60cmを測る。東西方向の畦は、上場幅約20cm、下場幅約40cm を測り、

畦Aを境に西側は形が崩れている。畦Aをみると、水田面②側は上場から下場への傾斜が急である。畦Aが水田の区

画として重要であったとすると、板列を並べていた可能性も想定される※ l 。また、畦Aの調査区南側では、畦頭か

ら下場にかけての浅い窪みが並んだ状態で検出された。窪みの底には紫コラの一次堆積層が堆積していることから、

874年 3 月 25 日の噴火以前の工具痕の可能性も考えられる。

また、水田面のレベルをみると、①と②は約5cm、③と④は約6cmの差で北側の田面が低くなっている。南側の田

面から北側の田面へという配水が考えられる。

2. 水口（第 8 図）

隣接する水田面に水を導入する水口が、水田面③ー④で確認できた。畦の一部が途切れた形となっており、水田面

④の水尻は南側へ傾斜している。なお、水田面①ー②間でも一部畦が途切れたような箇所がある。畦自体の形が崩れ

ているため断定はできないが、水口である可能性も考えられる。

3. 植物スタンプ

水田面②において、第 5 層bから cにかけて植物スタンプを検出した。水田面上から真上に延びた植物の根元付近

の茎や、葉が残存している。同定は行っていないが、水田雑草の可能性も考えられる。

4. 畦にみられる復1B活動の痕跡（第 5 図）

東側の壁面において、断面観察ではあるが、畦に沿って人為的なものと考えられる掘り込みが検出された。シル

卜質の紫コラの二次堆積層が堆積した段階で掘り込まれており、砂や礫を多く含んだ紫コラの二次堆積層が流れ込

んでいる※2。さらに、畦頭に着目すると、調壺区西壁の断面にみられるように、水田面①ー②の形の崩れた畦部分に

は第 5 層c(紫コラの火山礫層）が堆積している。しかし、この箇所を除いた畦頭には堆積しておらず、直接第 5 層b

（紫コラの二次堆積層）に覆われている。

これらは、 874年 3 月 25 日の開聞岳噴火後、畦を埋めた二次堆積層および畦頭に堆積 した火山礫を除去したものと

考えられ、復旧活動の痕跡である可能性が考えられる。

※ 1 は荒木志伸氏、※ 2 は成尾英仁氏のご教示による。

第 4 章まとめ

今回の調杏では、 874年 3 月 25 日の水田跡のうち、畦Aと、東西方向の畦とが十字になる部分を検出した。平安時代

の指宿地方における条里制の影響を考える手がかりとして重要である。さらに、開聞岳の噴火後、結果的に農地は放棄

されているものの、敷領遺跡の人々が埋没した水田の復旧活動を行った痕跡を確認することができた。平成24年度の大

学調査に引き続いての成果である。火山災害遺跡は、一般の遺跡と比べ、私たちにより多くの情報をもたらす。今後は

保存·活用も視野に入れながら、古代の集落景観および災害と復旧活動の詳細を把握してい＜ことが課題である。
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第 11 編迫田遺跡

第 1 章確認調壺に至る経緯

平成24年12月 12 日、光明禅寺福祉会から光明禅寺保育園の園舎新築に伴い、周知の埋蔵文化財包蔵地内における土木

工事等について（届出）が提出された 。 県文化財課からの指示を受け、下記の日程で詳細分布調査を行った。

．詳細分布調査：平成25年4月 10 日 パイル基礎予定地に 1 トレンチを設定し、掘削予定深度まで調査を行った。

その結果、近現代、 古墳時代、弥生時代の遺物包含層 を確認 した 。

・文化財保存処置：平成25年5 月 1 3 日 -22 日 （パイル基礎部分） 7月 9 日 -12 日（地中梁）

県文化財課からの指示を受け、光明禅寺福祉会、指宿湊建設、山下建築設計事務所と指宿市教

育委員会社会教育課による四者協議を行い、パイル基礎部分の工事着手前の記録保存と地中梁部

分の工事立会いを行うこととなった。

0直査地点

--_,. 

第 1 図 確認調査地点位置図 (S= 1/200,000) 第 2 図確認調壺地点位置図 (S= 1/1,000) 

6T 9T llT 4T 13T 

lT 

lOT 12T 3T 

zA川7rT'S
トレンチ名 東西軸 南北軸
1T 295 1 4 

2T 30+a 20 
3T 36 1 2 

4T 22+a 1 3 

5T 1 3 30 

6T 1 35 35 
BT 30 38 

9T 255 1 82 

10T 26 1 9 

11T 23 1 05 
12T 57 1 8 

13T 25 1 5 

各トレンチ完掘時法量表

゜ 10m 

一第3 図 トレンチ配置図 (S=l/200)
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第 2 章 トレンチの設定

新築の保育園園舎は鉄筋コンクリ ー ト造りであり、最も掘削深度が深いパイル基礎部分 ( 1.6m x 3.2m、または2.4m

X 2.4m) にトレンチを設定した（第 3 図） 。 各トレンチでは、重桟で表十層と火山灰等の除去を行いながら掘削予定深度

の約1.8m までの深さまでの遺物包含層の記録保存を行った。 パイル基礎部分をつなぐ地中梁は、東側は50- 70cm、西

側は90 - 116cmの掘削するため、工事立会いを行い記録保存に努めた。

第 3 章基本層序（第 4 図•第 5 図）

1 - 13 トレンチの調査の結果、下記の基本層序を確認することができた。

第1 a 層：表土層。第 1 b 層 ： 中世黒色帯。第 2 層 ： 黒褐色土層。近代から

現代の遺物包含層。第 3 層 ： 貞観16年（西暦874年）の開聞岳噴出物（紫コラ）。

第 4 層 ： 暗褐色層。奈良～平安時代の遺物包含層。第 5 層 ： 7 世紀第四四半

期に比定される開聞岳噴出物（青コラ）。第 6 層 ： 暗褐色層。古墳時代の遺物

包含層。第 7 層 ： 黒褐色層。古墳時代の遺物包含層。第 8 層 ： 弥生時代中～

後期に降下した開聞岳噴出物（暗紫コラ）第 9 層 ： 黒褐色層。縄文時代晩期～

刻目突帯文期の遺物包含層。第10層：黒褐色層。縄文時代晩期の遺物包含

層。第11層 ： 池田シラスニ次堆積層。

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の基本層序と 比較した場合、黄コラが欠落

している。

第 4 章各トレンチの成果

・ 中 世 ： 3 · 4 トレンチで、第 lb層を埋土とするピッ ト を確認した。

その内 、 3 ト レンチのピット 4 の底面では 、 根石と想定され

る平坦面を持つ礫が出土した。

． 平安時代 ： l トレンチから土師器等が出土している。紫コラや火山礫に

よって直接的に埋没した遺構等は検出 されなかった。ただ

し、植物スタンプを検出した。

〔6-4 トレ ン—)- 1 西→ 束） ）

6トレンチ

L~J85m 

8トレ ン—f-

9トレンチ

11 トレンチ

4 トレンチ

-, 
I I I ゜ I □ I ,ln _'_• l70巴 l

, , ~~H 
II ' n JO I 

101 
I I 

し"'16.5m

第 5 図 トレンチ柱層対比図
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] 
16 

17 

18 

百

第3層紫コラ

第5層青コラ

第8層暗紫コラ

第 4 図 迫田遣跡基本層序
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L• l7.5m 

i I L=li.Om I 10 
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・古墳時代： 1 -5·9·12 トレンチの第 6·7 層から成川式土器が出土した。 また、特記すべき点として、 4 トレン

チの南西角にて遺構と想定される掘り込みを確認した。 第 9 図での掘り込み内の埋土遺物の平面・垂直分

布図によっても、本来の帰属層位である第 6·7 層より下位層から出土していることが確認できる 。

．縄文時代： 1-4·8-12 トレンチの第 9·10層から縄文土器と石器が出土した。 出土土器の詳細については次項で

述べる 。

第 5 章 出土遺物について

今回の調査では、第 4 層、第 6 層、第 9 層、第10層から遺物が出土し、 16点を図化した。

第 6 層出士遺物

第 6 層からは、東原式段階を中心として、成川式土器が多く出土した。

1·2 は、甕形士器の口縁～頸部の破片である。外反する頸部と胴部との境に凹点を連続して施す点で特殊なもので

ある 。 突帯は施されず、胴部に幅広の薄い粘土帯を貼りつけており、屈曲部を補強している可能性※ 1 や、突帯が形骸

化した可能性※2が考えられる 。 東原式段階に属する 。

3 は、 a 面下端縁に使用痕が認められる石器である。素材剥片の形状等から石斧等を製作する際の調整剥片を素材と

したものと考えられる。粘板岩製。 4 は、 a·b 面の下端部に使用痕が認められる石器である。粘板岩製。

第 9 層出土遺物

第 9 層からは、黒i l l 式新段階から干河原段階を中心に、縄文時代後期後葉から刻目突帯文期にかけての上器や石器が

出土した。

5 は、浅鉢の口縁～頸部の破片である 。 口縁部は外反し、胴屈曲部上に 1 条沈線を巡らす。 一部赤色頻料が残る。上

加世田式に属する。

6 は、深鉢の底部である 。 平底で外へ張り出す。縄文時代晩期に属する。

7 は、深鉢の胴下半部である 。 胴部で屈曲する器形を呈し、外面の調整は、屈曲部上はナデ、 下は貝殻条痕後ナデで

ある 。 黒川式士器に属する 。

8 は、深鉢の口縁～胴綿である 。 口縁部から頸部までは短く、胴部が緩やかに屈曲する器形を呈する 。 黒川式上器に属する 。

9 は、鉢の口縁～胴部である。 口縁部外面を肥厚させ、肥厚帯下に工具によるナデ調整を施す。 干河原段階に属する※30

10は、深鉢の口縁～胴部である。口縁部は内傾し、端部はやや外反する。胴部屈曲部に刻目突帯を 1 条巡らす。 刻目

突帯文期に属する。

11は、鉢の口縁～頸部である。 頸部に細い突帯を貼付けた後、沈線により区画している。 突帯は本来x字状であったと考えら

れ、大洞式系土器の文様の影響を受けている可能性がある“。 また、類例は黒川忠広氏によって紹介されており、在地の施文

パターンでは捉えにくいことや、 干河原段階の深鉢と共に出土する傾向が指摘されている（黒川2007) 。

12は、脚台である 。 台付鉢のような器形であったと想定される。鉢部内面にはススが付着する 。 胴部との境には刻目

突帯を 1 条巡らせる 。 脚部には沈線文が削り込まれ、三角形状の弯lj込みにより x字状をなす。 南九ヽ州の在地土器にはみ

られない文様であり、大洞式系土器として位置づけられる※ 50

16は、安山岩製の扁平な礫を素材とした礫器である。 b 面下端縁に、 a 面側からの加撃による剥離が認められ、使用

痕と考えられる小剥離痕が確認できる 。

第10層出土遺物

第10層からは、黒川式新段階から干河原段階を中心に、縄文時代晩期上器が出土した。

13は、浅鉢の口縁～胴部である 。 口縁部が外反し、胴部で屈曲する器形を呈する 。 干河原段階から刻目突帯文期に属

する 。 14は、浅鉢の口縁～頸部である 。 口縁部は重縁状口縁であり、頸部までが短い。 黒川式土器に属する 。

15は、浅鉢の口縁～胴部である 。 口縁部は真っ直ぐ立ち上がり、胴部で屈曲する器形を呈する 。 胴部屈曲部に沈線を

1 条巡らす。 黒川式新段階～干河原段階に属する※ 6 0

※ 1 は四元誠氏、※ 2·5 は本田道輝氏、※ 3·4 · 6·7 は黒川忠広氏、※ 6 は上村俊雄氏•本田氏のご教示による 。
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第16図 12 トレン チ出士遺物平面・垂直分布図，北壁地層断面実測固 (S=l/45)



第 6 章調壺成果のまとめ

今回の調奔では、中憔•平安時代·古墳時代・縄文時代の遣構と遺物を確認することができた。

古墳時代の成果としては、成川式士器が出土した 。 調査区の東側では、過去に値貫式段階の土器集中廃棄所や溝状遣

構等が発見されている（指宿市教育委員会（編） 1998) 。 今回出土量的に中心となるのは東原式段階である 。 土器はあまり

口ーリングを受けておらず、サイズとしては大きいもので手のひら大であり、現位置からは大きく動いていないことが

想定される 。 また、 4 トレンチでは遺構と思われる掘り込みも検出された。 今回の調査によって、迫田遺跡は笹貫式段

階に加え東原式段階においても、人々の生活域であった可能性が明らかになった。

縄文時代の成果としては、第 9·10層で黒川式新段階・千河原段階、加えて第 9 層では刻目突帯文期の土器群が出士し

た。特筆されるのは、大洞式系士器の影響を受けたと考えられる脚台（第18図12) である 。 近年、本県における縄文時代

晩期の東日本系士器および石剣•石刀の資料数は増加しており （注） 、黒川忠広氏によって三叉文あるいは橿原式文様施文

土器は入佐式段階からみられ、その一部が干河原段階まで残存することが、明らかにされている（黒川2007) 。しかし、

今回の資料のように、刻目突帯文期に比定される上器に東日本系と考えられる文様が施されたものは、県下でも類例が

ない。本報告では踏み込んだ検討はできなかったが、引き続き注目していきたい。

（注）上村俊雄氏のご厚意により、平成25年度県立埋蔵文化財センター・（公財）埋蔵文化財調査センター業務報告会において報告がなされた、鹿屋市町田

堀逍跡での橿原式文様が刻まれた石刀の出土事例をこ紹介いただいた 。
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乱 トレンチ
取上

層位 種類 器種 部位 色外 色内 色肉 胎土粒 混和材 調整
ぬ

1 12 30 6 成Il l式土器 甕 口～頸 2 5YR5/3,5YR5/2 2 5YR5/3, 1 OR5/3 2 5YR5/3, 1 OR5/3 細砂粒を多く含む 力・白
外ナデ内·ナテ
口唇ヨコナデ

2 12 6 6 成/ I I 式土器 甕 口～頸 1 ORS/3,2 SYRS/2 2 SYRS/3,2 5YR6/3 2 5YR5/3 細砂粒を多く含む 力・白
外ナデ 内・ナテ
口唇ヨコナデ

5 8 1 —④ , 上加世田式土器 浅鉢 口～胴 5YR5/1,2 5YR5/1 5YR5/1,2 5YR4/1 5YR5/2,7 5YR5/2 微粒を若千含む 力・セ・白
外ミガキ
内ミガキ

6 8 13 , 縄文晩期土器 深鉢 底 7 5YR6/3 7 5YR5/2,5YR5/2 10YR 砂粒を若干含む 白石
外貝殻条痕ヨコナテ
内ナテ

7 8 1 -① , 黒I ll式土器 深鉢 胴 N4/0,5YR4/1 7 5YR5/1 ,N4/0 2 5YR5/1 微粒を含む 力・セ ・ 白
外ナデ、貝殻条痕後ナテ
内貝殻条痕

8 8 18 , 黒川式土器 深鉢 口～胴 5YR5/2,2 5YR5/1 I OYR5/l ,7 5YR6/3 7 5YR5/2 
細砂を若干含む

白•石
外ナデ・ユビオサエ

小礫を含む 内ナテ・ヨコナテ

, 8 15 , 干河原段階土器 鉢 口～胴 5YR5/2, 1 OR4/1 5YR5/3 7 5YR5/2 砂粒を若干含む
力・金・ 外ナデ
白・褐 内ケズリ後ナデ

10 8 3 , 刻目突帯文土器 深鉢 口～頸 7 5YR5/2,3 5YR5/1 7 SYRS/2,SYRS/2 5YR5/1 小礫を若干含む
力・セ ・ 外ナテ内ナデ
白 ・赤 口唇ヨコナデ

11 8 1-② , 縄文晩期土器 鉢 口～頸 7 5YR5/2 N4/0 7 5YR5/2, 10Yr4/1 砂粒を微量含む セ・白
外ナデ
内ナテ

12 8 19 , 刻目突帯文土器 台付鉢？ 脚 5YR5/2 N4/0 I OYR5/l ,5YR5/2 小礫を若干含む
力・セ・ 外ナテ・荒ミガキ
白褐 内ケズリ・ミガキ様ナテ

13 , 36 10 干河原段階土器 浅鉢 口 5YR6/3,5YR5/2 7 5YR6/3 5Y3/1 砂粒を若干含む 力・白
外ミガキ様ナデ
内ミカキ様ナテ

14 , 10 10 黒川式土器 浅鉢 口～頸 マメッのため不明 白 マメツのため不明

15 , 7 10 縄文晩期土器 浅鉢 口～胴 5R4/ 1 .2 5YR5/2 2 5YR5/1,N4/0 5YR5/2 砂粒を若干含む 力・金・白
外ミガキ様ナデ、ナデ後荒ミガキ
内ナテ ロ唇ヨコナデ

悶 トレンチ
取上

層位 種類 器種 石材 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 備考
ぬ

3 12 17 6 石器 使用痕剥片 粘板岩 30 69 04 9 51 調整剥片素材

4 12 43 6 石器 使用痕剥片 粘板岩 45 47 1 0 2322 

16 8 7 , 石器 礫器 安山岩 12 6 138 21 639 5 

第 1 表迫田遺跡出土遺物観察表
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トレンチ ぬ 層位 種類 器種 絶対高 接合 トレンチ ぬ 層位 種類 器種 絶対高 接合 トレンチ ぬ 層位 種類 器種 絶対高 接合

1 1 6 成川 17 975 2 45 10下 晩期 17 267 4 26 7 成川 17098 

1 2 7 成川 17 893 2 46 埋土 成川 17 226 4 27 7 成Ill 17094 

1 3 7 成川 17 895 3 1 4 成川 17 716 4 28 7 成川 17118 

1 4 7 成川 17 899 3 2 Pitt 成川 17 608 4 29 7 成川 17098 

1 5 7 成川 17 894 3 3 6 成川 17 555 4 30 7 成Il l 甕 17080 

1 6 7 成川 17 877 3 4 6 成川 17 572 4 31 7 晩期 17103 

1 7 7 成川 甕 17 764 3 5 7 成川 17 535 4 32 7 成Ill 甕 17075 

1 8 7 成川 17771 3 6 7 成川 17 533 4 33 7 成Ill 17053 

1 , 7 成川 17 665 3 7 7 成川 17 449 4 34 7 成川 17052 

1 10 7 成川 17 695 
上

4 35 7 成Ill 17055 
17 586 

3 8 7 礫 礫

1 11 7 成川 甕 17 681 
下

4 36 7 成Il l 甕 17 075 
17,410 

1 12 7 成川 17 733 3 , 7 成川 -宜 17 443 4 37 7 成Ill 17 023 

1 13 7 成川 17 762 3 10 7 成川 17 425 4 38 4 成川 17 478 

1 14 7 成川 高杯 17 709 3 11 6 成川 17 544 4 39 4 成川 17 473 

1 15 7 成川 17777 3 12 6 成川 17 551 4 40 4 成川 甕 17 476 

1 16 7下 成Il l 17 489 3 13 6 成川 17 568 4 41 4 成川 17 469 

1 17 7下 成川 17 552 3 14 7 成川 17 451 4 42 4 成川 甕 17 457 

1 18 土師器 17 844 3 15 7 成川 17 371 4 43 6 成川 17 381 

1 19 晩期 17305 3 16 7 成川 17 382 4 44 7 成川 17294 

1 20 7下 成川 17 469 3 17 7 成川 17 388 4 45 7 成川 17 303 

1 21 7下 成川 17 389 3 18 7 成川 17 352 4 46 7 成川 17287 

1 22 7上 成川 高杯 17905 3 19 7 成川 17 385 4 47 7 成川 17 309 

1 23 7下 成川 17 478 3 20 7 成川 17 383 4 48 7 成川 17119 

2 1 5層下 成川 17 972 3 21 7 礫 礫 17 294 4 49 7 成川 17296 

2 2 7 成川 17 898 3 22 Pit4 礫 根石 17 293 4 50 7 成/ I I 17284 

2 3 7 成川 17 762 3 23 , 晩期 16 992 4 51 7 成川 甕 17 310 

2 4 7 成川 17 720 3 24 4 成川 17 741 4 52 7 成川 17256 

2 5 7 成川 鉢？ 17 894 3 25 4 成川 17 648 4 53 7 成川 17165 

2 6 7 成川 甕 17 851 3 26 Pit2 成川 17169 4 54 7 成川 17175 

2 7 7 成川 17 877 3 27 7 成川 17 367 4 55 7 成川 17100 

2 8 7 成川 17 837 3 28 7 成川 17 348 4 56 7 成川 甕 17 055 

2 , 7 成/1 [ 17 824 3 29 7 成川 16 972 4 57 7 成川 17 058 

2 10 7 成Ill 壷 17 631 3 30 成川 17 532 4 58 7 成川 17 010 

2 11 7 成川 17 842 3 31 成川 17 304 4 59 7 成川 17079 

2 12 7 成川 17 749 3 32 6 土師器 甕 17 528 4 60 7 成川 17181 

2 13 7 成川 17 769 3 33 6 成川 甕 17 544 4 61 7 成I ll 17057 

2 14 7 成川 17 740 3 34 7 成川 17 427 4 62 7 成Ill 17127 

2 15 7 成川 17 805 3 35 7 成川 17 430 4 63 7 成川 17111 

2 16 7 成川 高杯 17 679 3 36 7 成川 17 349 4 64 7 成川 17205 

2 17 7 灰- 17772 3 37 10 干河原 鉢 16 826 4 65 7 成川 17260 

2 18 7 成川 壺 17 698 3 38 10 晩期 16 916 4 66 7 成川 17215 

2 19 , 成川 空- 17 472 3 39 10 成川 16 753 4 67 7 成川 17156 

2 20 7 成）II 甕 17 727 3 40 成川 ? 4 68 7 成川 17097 

2 21 成川 甕 17 459 4 1 6 成川 17 287 4 69 7 成川 要 17089 No87 

2 22 土器 17 456 4 2 6 成川 17 222 4 70 7 成川 17027 

2 23 , 晩期 17 420 4 3 6 成川 17146 4 71 7 成川 17096 

2 24 , 晩期 17430 4 4 6 成川 17112 4 72 7 成川 17154 

2 25 , 晩期 17 493 4 5 7 成川 17 154 4 73 7 成川 17 065 

2 26 , 晩期 17 508 4 6 7 成川 17 151 4 74 7 成川 17041 

2 27 10上 晩期 17 370 4 7 7 成川 17168 4 75 7 成川 甕 17170 

2 28 10上 晩期 17 372 4 8 7 成川 17117 4 76 7 成川 17137 

2 29 10下 晩期 17 280 4 , 7 成川 17166 4 77 7 成川 甕 17 036 

2 30 10下 晩期 17 235 4 10 7 成川 17178 4 78 7 成川 17121 

2 31 10下 晩期 深鉢 17 230 4 11 7 成Ill 17150 4 79 7 成川 17110 

上
4 12 7 成川 17148 4 80 7 成川 17106 

17 423 
2 32 10下 土器

下
4 13 7 成Ill 17 163 4 81 7 成川 17033 

17,429 

2 33 埋土 成川 甕 17 273 4 14 7 成川 甕 17 129 4 82 7 成川 16987 

2 34 10下 成川 甕 17 254 4 15 7 成川 17 117 4 83 7 成川 17 016 

2 35 10下 黒川 17 260 4 16 7 成川 17133 4 84 7 成川 甕 17101 

2 36 10下 晩期 17 306 4 17 7 成川 甕 17102 4 85 7 成川 17161 

2 37 10下 晩期 17 241 4 18 7 成川 17128 4 86 7 成川 17102 

2 38 1 0下 晩期 17 238 4 19 7 成川 17144 4 87 7 成川 甕 17 081 No69 

2 39 10上 晩期 深鉢 17 298 4 20 7 成川 17110 4 88 7 成川 甕 17 070 

2 40 10上 晩期 17 306 4 21 7 成Il l 17137 4 89 7 成川 17112 

2 41 10上 晩期 17 266 4 22 7 成川 甕 17 120 4 90 7 成川 17 079 

2 42 1 0上 晩期 17 272 4 23 7 成川 17 114 4 91 7 成川 甕 17086 

2 43 , 礫 礫 17 498 4 24 7 成川 17 081 4 92 7 成川 17142 

2 44 欠番 4 25 7 成川 17 097 4 93 7 土師器 17 027 

第 2 表 各トレンチ出上遣物一覧表①
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トレンチ ぬ 層位 種類 器種 絶対高 接合 ト レ ンチ No 層位 種類 器種 絶対高 接合 トレンチ ぬ 層位 種類 器種 絶対高 接合

4 94 7 成JII 16 957 , 7 10 晩期 16 833 ぬ9 12 17 6 石器
使用痕
17 530 

剥片

4 95 7 成川 空- 17055 , 8 10 晩期 16 834 12 18 6 成川 17 567 

4 96 7 成川 17 152 , , 10 晩期 16 841 No7 12 19 6 成川 -写ゴ＝ 17 627 

4 97 7 成川 17179 , 10 10 晩期 16 819 12 20 6 成川 17 597 

4 98 7 成川 要 17164 , 11 10 晩期 16 841 12 21 6 成川 17 594 

4 99 7 成川 17103 , 12 10 晩期 深鉢 16 820 12 22 6 成川 甕 17644 

4 100 7 成川 17113 , 13 10 晩期 16 848 12 23 6 成川 17 615 

4 101 埋土 成川 16 960 , 14 10 晩期 16 865 12 24 6 成川 17 637 

4 102 埋土 成川 16 614 , 15 10 晩期 16 932 12 25 6 成川 17 661 

4 103 埋土 成JII 甕 16 595 , 16 10 晩期 16827 12 26 6 成川 17 405 

4 104 10 成川 16 635 , 17 10 晩期 16964 12 27 6 成川 甕 17 470 

4 105 10 晩期 16644 , 18 10 晩期 16894 12 28 6 成川 17 600 

4 106 10 晩期 16 551 , 19 10 晩期 16774 12 29 6 成/ 1 1 甕 17 615 No6,45 

5 1 7 成川 甕 17 210 , 20 10 晩期 16841 12 30 6 成/I I 甕 17 635 

5 2 7 成川 17 245 , 21 10 晩期 16821 12 31 6 成川 17 670 

5 3 7 成川 17 235 , 22 10 晩期 16 816 12 32 6 成川 -車 17 665 

5 4 7 成川 17 280 , 23 10 晩期 16 814 12 33 6 成川 17 680 

5 5 7 成川 17 260 , 24 10 晩期 16 821 12 34 6 成川 甕 17 820 

5 6 7 成J I [ 高杯 17 200 , 25 10 土器 16 799 12 35 6 成川 甕 17760 

5 7 7 成川 17155 , 26 10 晩期 16 895 12 36 6 成川 17 785 

5 8 7 成川 甕 17 045 , 27 7 成川 甕 17 204 12 37 6 成川 甕 17 780 

5 , 7 成川 壺 17 045 , 28 埋土 土器 17117 12 38 6 土師器 17 780 

5 10 7 成川 甕 17145 , 29 , 石器 調整剥片 17 082 12 39 6 成川 甕 17 715 

5 11 7 成川 17 125 , 30 10 晩期 17 000 12 40 6 成川 17 660 

5 12 7 成川 甕 17 085 , 31 10 晩期 浅鉢 16 935 12 41 6 成川 17 680 

8 1 -① , 黒川 深鉢 17 072 , 32 10 石器 剥片 16 959 12 42 6 成川 17 660 

8 1 -② , 晩期 鉢 17 072 , 33 埋土 石器 剥片 17052 12 43 6 石器
使用痕
17 660 

剥片

8 1 —③ , 黒川 鉢 17 072 , 34 埋土 晩期 17057 12 44 6 成川 17 585 

8 1 —④ , 上加世田 浅鉢 17 072 , 35 10 晩期 16822 12 45 6 成川 甕 17 595 Na6,29 

8 2 , 黒川 深鉢 17 012 , 36 10 干河原 浅鉢 16 722 12 46 6 成川 -写 17 680 

8 3 , 刻目 深鉢 17 032 No4 , 37 10 晩期 16 762 12 47 6 成川 壺 17 660 

8 4 , 刻目 深鉢 17 022 No3 , 38 10 晩期 16835 12 48 6 成川 17 575 

8 5 , 晩期 深鉢 17042 , 39 10 黒川 深鉢 16782 No.45 12 49 6 成川 17 665 

8 6 , 晩期 17 032 , 40 10 晩期 16 797 12 50 6 成川 要 17 605 

8 7 , 石器 礫器 17112 , 41 10 晩期 16792 12 51 6 成川 17 625 

8 8 , 晩期 深鉢 17082 , 42 10 晩期 16802 12 52 6 成川 17 625 

8 , , 黒川 浅鉢 17 122 , 43 10 晩期 16802 12 53 6 晩期 17 485 

8 10 , 黒川 深鉢 17 060 , 44 10 晩期 鉢 16816 12 54 , 成川 17 330 

8 11 , 黒川 鉢 17047 , 45 10 晩期 深鉢 16772 No39 12 55 , 晩期 17 305 

8 12 , 石器 剥片 17087 , 46 10 晩期 16 755 12 56 , 成川 17 335 

8 13 , 黒川 深鉢 17 052 , 47 晩期 16819 12 57 10 晩期 17185 

8 14 , 干河原 杯 17 095 , 48 , 晩期 17 370 12 58 10 晩期 深鉢 17165 

8 15 , 晩期 17 054 , 49 7 成川 甕 17 020 12 59 晩期 16 920 

8 16 , 晩期 17 055 10 1 10 礫 礫片 17032 12 60 干河原 17 075 

8 17 , 石器 剥片 17055 10 2 10 晩期 17087 12 61 晩期 17110 

8 18 , 黒川 深鉢 17032 一般 10 3 10 干河原 17092 12 62 10 晩期 17 070 

8 19 , 刻目 台付鉢 17009 10 4 10 晩期 17052 12 63 10 晩期 17 020 

8 20 , 晩期 17036 10 5 10 晩期 17 062 12 64 10 石器 砥石片 17 095 

8 21 , 晩期 17 059 10 6 10 晩期 深鉢 17022 NQ7 12 65 10 晩期 17 065 

8 22 , 晩期 17182 10 7 10 晩期 深鉢 16972 No.6 12 66 7 晩期 17 630 

8 23 , 晩期 17005 11 1 7 晩期 16847 12 67 7 成/ I I 17 730 

8 24 , 晩期 17007 12 1 6 成川 17600 12 68 7 成川 17 760 

8 25 , 石器
横 刃形
17007 12 2 6 成川 17 665 12 69 7 成川 17 920 

石器

8 26 , 干河原 鉢 17 062 12 3 6 成川 甕 17 625 

8 27 , 晩期 17 059 12 4 6 成川 17 580 

8 28 , 晩期 深鉢 17007 一般 12 5 6 成川 17 635 

8 29 , 晩期 17 027 12 6 6 成川 17645 11)29,45 

8 30 , 晩期 17 005 12 7 6 成川 甕 17 630 

8 31 , 晩期 16912 12 8 6 成川 甕 17 625 
【種類凡例 l
成 川成Il l式土器

8 32 , 晩期 17046 12 , 6 成川 17 640 上加世田上加世田式土器

8 33 , 晩期 16907 12 10 6 成川 17 680 黒 川黒Il l式土器, 1 晩期 17 052 12 11 6 成川 17 680 
干河原干河原段階土器
晩 期縄文晩期土器, 2 晩期 16885 12 12 成川 17 609 , 3 晩期 16850 12 13 成川 17 600 , 4 晩期 16865 12 14 成川 17 650 , 5 , 成川 17 208 12 15 成川 17 700 , 6 , 土器 17 044 12 16 6 成川 -: 17 650 

第 3 表 各 トレ ンチ出土遺物一覧表②
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写真 1 1 トレンチ調査

3 トレンチ北壁

写真 2 3 トレンチピット平・断面

` 
~· ・
.. 
-ｷ ヽ

_, 
'- "-'""賣·. -一

写真 4 4 トレンチ西壁

2TR No.JO 5TR No.8 5TR No.12 

写真 5 第 6·7 層出土上器

12TR Nos 

屯

ぞ
5
 

` 写真 6 9 層出土上器①

13 

7
 

8
 

10 
11 12 3TR No37 

0
[\ 
9TR No39ｷ45 

写真 7 9 層出土土器② 写真 8 10層出土土器
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第m編松尾城跡

第 1 章松尾城跡の踏壺

平成25年度に実施した松尾城跡の踏査は下記のとおりである 。

・指導者：三木靖氏（鹿児島国際大学短期大学部名誉教授）

・期 間 ： 平成26年 2 月 4 日 -6 日

・対象地：曲輪 2 (本丸推定地）

・測量社 ： （株）埋蔵文化財サポートシステム鹿児島支店

．踏査 目的： 三木氏の指導によって本丸推定地とされる曲輪 2 を踏

査し、縄張り図を作成する基礎となる地形固を製作。

・結 果：曲輪 2 には、上段、中段、下段と大きく段があり、下

段の一部にはさらに三段の段が確認された。上段は自

然地形を削り出し、北側の海岸付近まで延びているこ

とが新たに確認された。

, .. ,, 

大""

.

,
員

A

g
 

ー
, 

ー

x
 

'I'I. 叩

第 l 図松尾城縄張図 (S= 1/1,000) 
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第 2 図 松尾城曲輪 2 地形測量図 (S= 1/100) 
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第 3 図 松尾城曲輪 2 地形測量図・断面図 (S= 1/100) 
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